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高等学校生徒指導要録の所見欄の変更について

1⊥･平成5年高等学校生徒指導筆録改訂の趣旨について

平成5年の高等学校生徒指導要録改訂 (平成6年度より学年進行で適用)におい

ては､生徒一人一人の特性を多面的 ･総合的に評価し､個性の伸長に役立つように

することを､基本方針のひとつとして挙げている｡

生徒一人一人の特性を多面的 ･総合的に捉え､それぞれの可能性を積極的に見出

し､それを伸ばすよう努めることが大切であり､指導要録における評価についても

この点を踏まえたものとするよう､改訂を行った｡

2.｢指導上参考となる諸事項｣について

従前の様式例においては細分化されていた ｢各教科 .科目の学習の記録｣ の ｢所

見｣欄や ｢行動及び性格の記録｣欄､｢進路に関する記録｣欄､｢標準検査の記録｣

欄について､｢特記事項｣欄を改めた ｢指導上参考となる諸事項｣欄に統合し､生徒

の特性を総合的に一括して記録することとした｡特に ｢行動及び性格の記録｣欄に

ついては､基本的な生活_態度や自主性など10の評価項目を示し評価を行うことと

していたが､高等学校段階の生徒の多様な実態に鑑み､全国一律の評価項目によっ

て三段階により評価するよりも､むしろ自由に記入した方が生徒の特性を把握する

上でより適切とし､評価項目を示していない｡

平成5年改訂前様式例

(昭和 56年改訂以降)

平成5年改訂様式例
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